
◎記録Ͷ残す評価

学期 月 知 思 態 時数

○ 1

◎ 2

○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

◎ ◎ 1

○ 1

◎ ◎

○ 1

○ ◎ 1

◎ 1

○ ○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

○ ◎ 1

◎ ◎

○ 1

◎ 1

○ 1

◎ 1

○ 1

○ 1

◎ 1

◎ 1

○ 1

○ ◎ 1

○ 1

○ 1

○ 1

◎ ○ 2

○ ◎ 1

○ 1

○ 1

◎ 1

◎ ◎

○ 1

○ 1

○ ○ 1

○ 1

○ ○ 1

○ ○ 1

◎ ○ 2

○ 1

○ 1

◎ 1

◎ ◎

血液凝固ͳ線溶

知識・技能

遺伝子ͳそ͹働͘Ͷͯいͱ，遺伝情報ͳＤＮＡ，
遺伝情報ͳタンϏέ質͹合成͹基本的͵概念や原
理・法則͵ʹを理解͢ͱいΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ
探究すΖͪΌͶ必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基
本操作や記録͵ʹ͹基本的͵技能を身Ͷ付けͱい
Ζɽ

⢰DNA͹複製ͳ分配

ϘーϏーテスφ 定期考査

RNA

思考
判断
表現

主体的Ͷ学習
Ͷ取Ε組΋態
度

遺伝子ͳそ͹働͘Ͷͯいͱ，観察，実験͵ʹを通
͢ͱ探究͢，遺伝子ͳそ͹働͘͹特徴を見いͫ͢
ͱ表現͢ͱいΖɽ
遺伝子ͳそ͹働͘Ͷ主体的Ͷ関わΕ，見通͢を
΍ͮͪΕ振Ε返ͮͪΕすΖ͵ʹ，科学的Ͷ探究͢
Γうͳ͢ͱいΖɽ

⢱遺伝情報ͳタンϏέ質

細胞周期͹各時期Ͷ͖͖
Ζ時間͹推定

ʴ実験ʵタϜϋά͹根端細胞
観察

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

タンϏέ質͹機能ͳ構造

抗原提示ɼ抗体ɼ免疫寛
容

免疫͹関わΖ細胞ͳ組
織・器官

自然免疫͹͢くΊ

二次応答ɼ拒絶反応

思考
判断
表現

生物͹特徴Ͷͯいͱ，観察，実験͵ʹを通͢ͱ探
究͢，多様͵生物͗΍ͯ共通͹特徴を見いͫ͢ͱ

表現͢ͱいΖɽ
⢲代謝ͳATP

ϘーϏーテスφ 定期考査

生物͹特徴Ͷ主体的Ͷ関わΕ，見通͢を΍ͮͪΕ
振Ε返ͮͪΕすΖ͵ʹ，科学的Ͷ探究͢Γうͳ͢
ͱいΖɽ

転写ɼ翻訳ɼιンφラϩ
χήϜ

細胞͹分化ͳ遺伝子͹発
現

ゲόϞͳ染色体・遺伝子

⢲転写ͳ翻訳

⢳遺伝子ͳゲόϞ

物理的・科学的͵防御反
応ɼ食作用

DNA͹複製

酵素Ωタラーκ͹働͘
ʴ実験ʵ酵素Ωタラーκ͹働
͘

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ
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⢯恒常性ͳ神経系

͖Δͫ͹調節
心拍数͹変化測定 ʴ実験ʵ踏Ί台昇降運動 ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ
ϐφ͹神経系ɼ自律神経
系

⢰恒常性ͳ内分泌系

内分泌系ɼフΡーχώッ
έ
自律神経系ͳ内分泌系͹
働͘͹違い

体温調節ɼいΘいΘ͵内
分泌腺ͳϙϩϠン

ϘーϏーテスφ

神経系ͳ内分泌系ͶΓΖ調節Ͷͯいͱ，情報͹伝
達，体内環境͹維持͹仕組Ί͹基本的͵概念や原
理・法則͵ʹを理解͢ͱいΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ
探究すΖͪΌͶ必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基
本操作や記録͵ʹ͹基本的͵技能を身Ͷ付けͱい
Ζɽ
神経系ͳ内分泌系ͶΓΖ調節Ͷͯいͱ，観察，実
験͵ʹを通͢ͱ探究͢，神経系ͳ内分泌系ͶΓΖ

調節͹特徴を見いͫ͢ͱ表現͢ͱいΖɽ

知識・技能

⢳代謝ͳ酵素

ATP

DNA͹塩基配列ͳͺ

遺伝子ͳそ͹働͘͹Ήͳ
Ό

血糖濃度͹調節

細胞周期

⢯遺伝情報ͳDNA
DNA͹構造ɼ遺伝情報ͳ
遺伝子
DNA͹研究史

生物͹特徴͹ΉͳΌ

触媒ͳ͢ͱ͹酵素ͳそ͹
働͘

小テスφ

ήϩープ討議ɼ発表

評価方法

ʴ実験ʵDNA͹抽出 ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

適応ɼ系統ɼ系統樹

ήϩープ討議ɼ発表

光合成ͳ呼吸

目ɻ標

生物や生物現象Ͷ関わΕ，理科͹見方・考え方を働͖せ，見通͢を΍ͮͱ観察，実験を行うこͳ͵ʹを通͢ͱ，生物や生物現象を科学的Ͷ探究すΖͪΌͶ必要͵資質・能力を次͹ͳ͕Ε育成すΖこͳを目指すɽ

ʤ̏ʥ日常生活や社会ͳ͹関連を図Ε͵͗Δ，生物や生物現象Ͷͯいͱ理解すΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ探究すΖͪΌͶ必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基本的͵技能を身Ͷ付けΖΓうͶすΖɽʴ知識及び技能ʵ
ʤ̐ʥ観察，実験͵ʹを行い，科学的Ͷ探究すΖ力を養うɽʴ思考力ɼ判断力ɼ表現力等ʵ
ʤ̑ʥ生物や生物現象Ͷ主体的Ͷ関わΕ，科学的Ͷ探究͢ΓうͳすΖ態度ͳ，生命を尊重͢，自然環境͹保全Ͷ寄与すΖ態度を養うɽʴ学びͶ向͖う力ɼ人間性等ʵ

教科書
ʤ出版社ʥ

高等学校ɻ生物基礎 (第一学習社)

沖縄県立読谷高等学校
生物基礎シラバス

教科名 理科 科目名 生物基礎

1

知識・技能

生物͹特徴Ͷͯいͱ，生物͹共通性ͳ多様性，生
物ͳエϋϩάー͹基本的͵概念や原理・法則͵ʹ
を理解͢ͱいΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ探究すΖͪΌ
Ͷ必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基本操作や記録
͵ʹ͹基本的͵技能を身Ͷ付けͱいΖɽ

⢯生物͹多様性ͳ共通性

生物͹多様性・共通性

単元名 育成を目指す資質・能力
評価規準ʤ達成目標ʥ

学習項目 学習内容 備考ʤ観察・実験や指導上͹
留意点ʥ

生物͹共通性を探究ᶅ
ʴ実験ʵ͠Ή͡Ή͵生物͹細
胞観察

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

7

第1章ɻ生物͹特徴
̏．生物͹共通性

̐．生物ͳエϋϩ
άー

第2章ɻ遺伝子ͳそ
͹働͘
̏．遺伝子͹本体
ͳ構造

̐．遺伝情報ͳタ
ンϏέ質

4

5

主体的Ͷ学習
Ͷ取Ε組΋態
度

小テスφ

生物͹共通性を探究ᶆ

⢰生物͹共通性͹由来

⢱生物ͳエϋϩάー

生物学を学習すΖͳ͘͹
視点ɼいΘいΘ͵細胞͹
大͘͠

細胞͹構造ʤ原核細胞ɼ
真核細胞ʥ

生命活動ͳエϋϩάー
ʤ代謝ɼ独立栄養生物ɼ
従属栄養生物ʥ

主体的Ͷ学習
Ͷ取Ε組΋態
度

免疫Ͷ主体的Ͷ関わΕ，見通͢を΍ͮͪΕ振Ε
返ͮͪΕすΖ͵ʹ，科学的Ͷ探究͢Γうͳ͢ͱい
Ζɽ

10

̐．免疫

⢱体内環境を調節すΖ͢くΊ

⢯生体防御

⢲自然免疫ͳ獲得免疫͹特徴

⢳免疫ͳ生活

11

主体的Ͷ学習
Ͷ取Ε組΋態
度

神経系ͳ内分泌系ͶΓΖ調節Ͷ主体的Ͷ関わΕ，
見通͢を΍ͮͪΕ振Ε返ͮͪΕすΖ͵ʹ，科学的
Ͷ探究͢Γうͳ͢ͱいΖɽ

免疫Ͷͯいͱ，基本的͵概念や原理・法則͵ʹを
理解͢ͱいΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ探究すΖͪΌͶ
必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基本操作や記録͵
ʹ͹基本的͵技能を身Ͷ付けͱいΖɽ

知識・技能

思考
判断
表現

免疫Ͷͯいͱ，観察，実験͵ʹを通͢ͱ探究͢，
免疫͹働͘͹特徴を見いͫ͢ͱ表現͢ͱいΖɽ

第3章ɻϐφ͹͖Δ
ͫ͹調節

̏．情報͹伝達ͳ
体内環境͹維持

自然免疫ͳ獲得免疫͹違
い及び相互作用
予防接種ɼ血清療法

ϘーϏーテスφ 定期考査

免疫͹流Η
ʴ演習ʵ免疫͹流Ηを説明͢
ͱΊΓう

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

定期考査

⢲血液凝固

⢰自然免疫

⢱獲得免疫2

腎臓͹構造͕Γび働͘ ʴ実験ʵ腎臓͹解剖 ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

思考
判断
表現

自律神経・ϙϩϠン͹Ή
ͳΌ

小テスφ

免疫͹ΉͳΌ 小テスφ

獲得免疫͹͢くΊ

6

ͫ腺染色体͹Ϗフ ʴ実験ʵͫ腺染色体͹観察 ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ



○ 1

○ ◎ 1

○ ◎ 1

○ 1

○ 1

○ ◎ 1

○ 1

○ ○ 1

○ 1

◎ 1

○ 1

○ ◎ 1

○ 1

○ ○ 1

○ 1

○ ○ 1

◎ ◎
○ 1

○ ○ 1

○ 1

○ ○ 1

◎ ◎ 2

知識・技能

植生ͳ遷移Ͷͯいͱ，基本的͵概念や原理・法則
͵ʹを理解͢ͱいΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ探究すΖ
ͪΌͶ必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基本操作や
記録͵ʹ͹基本的͵技能を身Ͷ付けͱいΖɽ

思考
判断
表現

植生ͳ遷移Ͷͯいͱ，観察，実験͵ʹを通͢ͱ探
究͢，植生ͳ環境ͳ͹関係性を見いͫ͢ͱ表現͢
ͱいΖɽ

⢯植生ͳ環境͹関わΕ 植生ͳ光環境ɼ光合成速
度͕Γび呼吸速度

ʴ観察ʵήランχ͹環境ͳ種
͹多様性を調査

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

年平均気温ͳ年降水量
ʴ演習ʵώ΢ΨーϞを決ΌΖ
要因を考察

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

日本͹ώ΢ΨーϞɼ水平
分布・垂直分布

植生͹遷移Ͷ関わΖ΢ϗ
ンφを考察

ʴ実験ʵ遷移シϝュϪーショ
ン

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

世界͹ώ΢ΨーϞ

火山Ͷ͕けΖ植生͹遷移
ͳそ͹要因

ʴ演習ʵ伊豆大島͹遷移͹要
因を考察

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

一次遷移(乾性遷移)
一次遷移(湿性遷移)ɼ二
次遷移ɼ遷移ΉͳΌ

⢰遷移͹͢くΊ

植生͹分類ɼ生活形ɼ土
壌

ʴ演習ʵΫースφーン種ͳͺ ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

陸上ͳ水界͹生態系ɼ都
市ͳ農村͹生態系

知識・技能

生態系ͳそ͹保全Ͷͯいͱ，生態系ͳ生物͹多様
性，生態系͹ώランスͳ保全͹基本的͵概念や原
理・法則͵ʹを理解͢ͱいΖͳͳ΍Ͷ，科学的Ͷ
探究すΖͪΌͶ必要͵観察，実験͵ʹͶ関すΖ基
本操作や記録͵ʹ͹基本的͵技能を
身Ͷ付けͱいΖɽ

植生ͳ遷移͹ΉͳΌ 小テスφ
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第4章ɻ植生ͳ遷移
̏．植生ͳ遷移

̐．ώ΢ΨーϞ

主体的Ͷ学習
Ͷ取Ε組΋態
度

植生ͳ遷移Ͷ主体的Ͷ関わΕ，見通͢を΍ͮͪΕ
振Ε返ͮͪΕすΖ͵ʹ，科学的Ͷ探究͢Γうͳ͢
ͱいΖɽ ⢱遷移ͳώ΢ΨーϞ

⢯生態系͹成Ε立ͬ

⢰生態系Ͷ͕けΖ生物ʹう͢
͹関わΕ

生態系ͳそ͹構造

定期考査

生態系͹変動
ʴ演習ʵ生活排水Ͷ͕けΖ河
川͹生態系͹変化

ワーέシーφɼ授業観察ʤ技ʥ

地球温暖化

生態系͹ώランスͳ撹乱

持続可能͵社会͹実現Ͷ
向けͱͲ͘Ζこͳ

ワーέシーφɼήϩープ討議ɼ発
表

外来生物
里山͹再評価ɼ環境Πι
スϟンφ⢲人間活動ͶΓΖ生態系へ͹

影響ͳそ͹対策

第5章ɻ生態系ͳそ
͹保全
̏．生態系ͳ生物
͹多様性

̐．生態系͹ώラ
ンスͳ保全

1

2

3

3

ϘーϏーテスφ

生態系ͳそ͹保全Ͷͯいͱ，観察，実験͵ʹを通
͢ͱ探究͢，生態系Ͷ͕けΖ，生物͹多様性及び
生物ͳ環境ͳ͹関係性を見いͫ͢ͱ表現͢ͱい
Ζɽ

思考
判断
表現

⢱生態系͹変動ͳ安定性

主体的Ͷ学習
Ͷ取Ε組΋態
度

生態系ͳそ͹保全Ͷ主体的Ͷ関わΕ，見通͢を
΍ͮͪΕ振Ε返ͮͪΕすΖ͵ʹ，科学的Ͷ探究͢
Γうͳ͢ͱいΖɽ

絶滅危惧種ͳそ͹保護

食物連鎖ͳ食物網ɼ種͹
多様性ͳ生物間͹関係性

生物多様性


